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【 目 的 】 生 活 の 社 会 化 を 基 礎 と し た 家 計 の 社 会 化 の 中 で、 家 計 に お け る 貨 幣 の 性 格 が、

従 来 あ っ た 消 費 手 段’と し て の そ れ か ら 直 接 消 費 と 結 び 付 か な い よ う な、 資 金 運 用 手 段。 利

殖 手 段 と し て の 性 格 を お び て き て い る。 こ の 家 計 に お け る 貨 幣 の 性 格 変 化 が 何 に よ っ て も

た ら さ れ、 家 計 構 造 や 家 計 管 理 ・ 運 営 に ど の よ う な 変 化 を も た ら し、 ま た ど の よ う な 問 題

を 生 起 さ せ て い る の か を 明 ら か に す る こ と が こ こ で の 目 的 で あ る。

【 方 法 】 家 計 の 中 の 貨 幣 の 性 格 や 家 計 構 造 に 関 し て は、 総 務 庁 統 計 局 の 「 家 計 調 査 年 報 」

を、 消 費 者 信 用 に 関 し て は （ 社 ） 日 本 ク レ ジ ッ ト 産 業 協 会 の 「 日 本 の 消 費 者 信 用 統 計 」 他

の 金 融 関 係 は、 日 本 銀 行 の 「 経 済 統 計 年 報 」 等 を 用 い て 分 析 を 行 う。

【 結 果 】 家 計 に お け る 貨 幣 の 性 格 変 化 を も た ら し た 要 因 と し て は,   ① 銀 行 等 の 金 融 機 関

の マ ー ケ テ ィ ン グ 戦 略 対 象 の 変 更 （ 企 業 ４ 個 人 ） ② 生 活 の 社 会 化 に 基 づ く 「 生 活 の 標 準 化 」

作 用 の 強 化。 ③ 消 費 者 信 用 の 急 激 な 拡 大 が あ げ ら れ る。 貨 幣 の 性 格 変 化 が 家 計 構 造 に 与 え

た 影 響 で は、 ① 収 入 枠 の 解 体 ② 実 収 支 外 収 支 部 分 の 拡 大 ③ 自 由 裁 量 部 分 の 縮 小 化 傾 向 一 家

計 の 硬 直 化 が 主 な も の と し て あ げ ら れ る。 ま た 家 計 管 理 に 関 し て は、 ① 家 計 管 理 の 長 期 化

② 金 融 機 関 な ど の 社 会 的 専 門 機 関 へ の 家 計 管 理 機 能 の 部 分 的 委 譲 ③ 家 計 管 理 の 複 雑 化 が も

た ら さ れ る。 問 題 点 と し て は、 ① 自 由 裁 量､部 分 の 限 り な い 縮 小 に よ る 家 計 の 更 な る 硬 直 化

の 進 展 で あ り-   ② 家 計 に 流 入 す る 貨 幣 が あ た か も 増 殖 す る か の よ う な 幻 想 を 与 え ら れ て い

る こ と で あ り,   ③ 所 得 の 枠 に 関 係 な く 商 品 が 幾 ら で も 手 に は い る と い う 幻 想 が 与 え ら れ て

い る こ と で あ る。 重 要 な 課 題 は 家 計 主 体 の 自 律 性 の 確 立 で あ る。
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中 国 市 民 家 庭 の 家 計 調 査 年 報 に よ る 家 庭 経 済 分 析19    8   7 －1989

0 聖 徳 大　 草 野 篤 子　 駿 河 台 大　 前 山 加 奈 子

中 国 で は、 都 市 を 中 心 と し た 経 済 改 革 が1984 年 か ら 全 面 的 に 実 施 さ れ、 そ の 後、

大 き な 変 化 が 見 ら れ た。 中 で も 比 較 的 明 確 な 現 れ 方 を し た の か、 家 庭 経 済 だ っ た。

ら1989 年 に お け る 顕 著 な 特 徴 を ざ ぐ り、 さ ら に そ れ ら の 原 因 を 明 ら か に す る こ と

最 近 の 市 民 生 活 に お け る 経 済 傾 向 を 実 証 的 に 分 析 す る。

中 国 国 家 統 計 局 都 市 社 会 経 済 調 査 班 編 の『 中 国 市 民 家 計　 調 査 資 料J    （ 原 題『 中

民 家 庭 収 支 調 査 資 料J) ） 中 国 統 計 出 版 社1987-1989 年 を 資 料 と し て、 分 析 ・ 考 察 を

果 〕1987 年 ま で は、 家 庭 経 済 の 各 方 面 で、 収 入 ・ 支 出 共 に 緩 や か な 伸 び を 示 し、 そ れ

構 造 変 化 も 小 さ か っ た。 改 革 後、 市 民 の 耐 久 消 費 財 に 対 す る 購 入 意 欲 が 高 ま り、 市 場

費 ブ ー ム に 襲 わ れ た が、87 年 に は や や 緩 和 さ れ た。88 年 に な る と、 通 貨 の 異 常 な 膨 張

民 の 消 費 行 動 に 顕 著 な 買 い あ さ り 傾 向 が 見 ら れ た。 収 入 構 成 に も 多 様 化 傾 向 が 現 れ、

与 性 収 入 が 著 し く 増 加 し た。 収 入 に お い て も 格 差 が 広 が っ た。 買 い あ*    り 傾 向 の 中 で、

の 預 金 引 出 し や 借 入 金 で、 扇 風 機、 カ ラ ー テ レ ビ。 電 気 冷 蔵 庫 な ど の 家 庭 電 気 製 品、

医 薬 品、 文 化 娯 楽 用 品、 衣 類 な ど の 購 入 を は か る と い う 異 常 な 現 象 が 見 ら れ た。 一 方、

な 物 価 上 昇 に よ っ て、 現 金 収 入 の 増 加 分 が ほ と ん ど 相 殺 さ れ、 多 く の 市 民 家 庭 で 実 質

の 下 降 を 招 い た。89 年 に な る と、 そ れ ら の 異 常 な 現 象 に 対 し て、 政 府 が 経 済 引 締 め や、

の 利 率 を 引 き 上 げ る 等 の 政 策 を 取 り、 収 入 消 費 共 に 上 昇 が 抑 制 さ れ た。 消 費 市 場 に お

は、 イ ン フ レ に よ る 購 買 力 の 疲 弊 が 現 れ、 貯 蓄 ・ 買 い び か え に 転 じ た。
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